
553．97：550．85（524）：631．6

石狩泥濠地の開発に関する基礎調査

一特に泥淡下居土と泥炭地水について一

尾　原　　信　彦榮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6　　　

Cont1ibution　to　t血e　Exploitation　of　the　Peat　Bggs　in　Is恥ikari　P亙ain，Hokkaido

by

Nobuhiko　Obara

∀

　　　Theauth・rhasengagedinresearchesf・rpeatb←gsal・ngtheriver柚ikariまnR・k
kaido，in　order　to　obtain　some　data　for　reclamation．The　th至ckness　of　the　peat　bogs　is4m

on　an　average　along　the　mid－stream　of　the　river　in　the　plain，but　it　is　likely　to　be　thick－l

ened’towards　the　estuary。

　　　Present　arable　lands　areりeing　reclaimed　at　a　slow　pace，by　femoving　mud　from　h皿s

around　the導arg1n　of　Ishikari　Pla玉n　and　covering　the　surface　of　peat　bog　with　the　nユud，but

this　wbrk　is　too　exp6nsive，i．e．more　than￥150，000per血ectare．Whereas　under　al1’the
・peat　bogs　clayey　subsoil　is　found　everywh6re．　If　the　subsoil　is　excavated　out　an（l　spread

［over　the　surface　of　peat　bogs，arable　lands　could　be　obtained　at　the．1esser　cost　as　follows；

　　　1．　辛100，000per　hectare　（using　man　an（i　horse）

　　　2．￥64，000per　hectare（using　civil　engineering　machine）

　　　Physical　and　chemical　examination　has　proved　that　th弓clay　under　Ishikari　p6a㌻bogs

hasles曲armfufelement・ncr・ps．ln、thisc・nnect三・n，thenature・fgr・undwaεerintぬe

重）eat　bogs　has　been　investigated　li血nologically。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

緒　　言

　石狩の泥炭地は本邦屈指の大平野の中央部に位置しな

がら，箪に泥炭地どいうだけの理由のために開発が遅
一
れ ，あたら天與の宝庫を持ち腐れにしている現歌：に鑑

み，そもそも何が悪いのかを槍討するために，泥淡地に

関する基礎的な調査を行つてみた。たまたまオランダに

おいて泥炭地の開発が世界的な成功を牧めているこ≧を

Soil　Sience誌の1952年第1号で読み，そのなかの1つ

の方法を適用してみたら，これで開発利用の途が開ける

かも知れないとの御点に立ち，それに必要な本質的な試

料を現地において蒐集し，さらに各種の室内実験を加

え，ごΣに急いで取りまとめてみた。調査方法は主とし

て地化学的な方向をとつたが，できうる限、り地質現象と

の結び附けを試みた。

　本調査を実施するに当り，北海道開発廃企画室副主幹

吉村次郎氏ならびに北海道開発局官房開発調査課の岩武

正人氏より多大の協力を賜わり，また資源調査会事務局

長大野数雄氏および農林省大臣官房綜合開発課の山田典

男氏には各方面への御紹介の労を頂いた。なお專門的分

＊　地質部

野から北海道大学土学部の眞井撤授および北海道農業試

験場土壌第一研究室長瀬尾春雄氏には種々御教示にあづ

かるととろが多かつた。こエにあわせて感謝の言葉を捧

げだい。

1．泥炭地の深さ

　石狩平野の泥炭地の深さについては今までの処組織

的な一齊調査の資料はできていない。あるいは天然ガス

のためのガス井戸，あるいは土木工事の際のボーウン

グ，あるいは排水溝・排水蓮河の掘難の際に得られた資

料などを適宜に蒐集して組合わせれば，泥炭の深度分布

図を作成しうるかも知れないが，これら資料を集めるこ

とはいうべくしてなかなかの難事であり，むしろ泥淡深

度だけを目的とした浅いボーリング（6m）の網目を，50

町歩に1点位の割合で，組織的に行つた方が近道ではな

いかと，思う位である。

　いろいろの文献を読んでみると・石狩平野の泥淡の深

度は大体4・》5m位7深い所で7～8mに蓬するという

のが定説となつている。しかしながらこれらの考えの奥

には，泥炭地に平たい底があつて，その上に泥炭が堆積

したという概念が支配しているようにみえる。・ところが
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一
こ
の
平 野各地のボーリソグ柱状図を見たり，また今回
しのつ

篠津・美唄・長沼方面を実地踏査して観察したところに

よれば，泥炭はこの平野では何暦もあり，砂・粘土暦と

交互に堆積しているのであつて，最も表暦にある泥炭暦

といえども，場所により地表から少し深い所に洗んでい

ることもあり，ある時は2暦3層に分れて上暦は地表に’

’露出し，中暦・下暦は土砂を隔てXそれぞれ地中にある

ような場合もあつた。

　岩見沢市の西南の御茶水における道廃地下資源調査所

て1掘った300mボ桝リソグの柱状図を見ると，地表よ

り17枚の泥炭らしいものが記載されている。このうち

の主要な炭質物6枚の試料を，斎藤仁氏の御好意により

貰い受けゼ，これを本所の渡辺和衛技官に依頼し，同氏

の「炭質物による地質年代測定法」を適用して貰つたとこ

ろ，次のような結果がでた。

（第4巻第10号）
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25kgが泥炭と粘土の境目となるようであり，その測定

図面を読むと，泥炭の潔さは2，3の地域で下記の蓮り

である。

’深度
　（m）

29’

65

140

163

251

273

角度
（年代示数）

1．700

1．840

1．98Q

2．040

2．250

2．300

57．1％

56．6％

57．1％

57．8％

63．2％

62．9％

①

②

③

④

⑤

ザ⑥

地 域　’1 第1粘土暦第2粘土層

　同技官僻よれば，角度0《ゾL5。、までは第四紀暦4．5

一～4。0。ば第三紀鮮新統に相当するから，したがつて地

表から25m位までの炭質物はいずれも第四紀暦のもの’

　であり，29m以潔の炭質物は鮮新統に属することにな

　る。後者は上記元素分析値Cからいつて．も，既に亜炭級

に列せらるべきものであるQ

　この結果から，あ之て泥炭地の底というべき1ものを考

　えるとすれば，その水準を飾～29m位の所に置けば良

　いのではないかと、慰う。したがつて一般に石狩平野にお

　いて，表暦から深さ30mまでの間にくる何枚かの泥炭

　のうち，最も浅所に存在するもりについては，その深さ

　は約4m，場所により7mに達するということになる〆

　わけであつて，時にそれは2分，3分せられて，例えば

　0～1．5m，2．5｛畦．Om，5．0〔ゾ7．Omに賦存することも

　あるめである。

　・筆者の踏査した篠津蓮河滑線地帯については，第1図

　のように平均深度は4m位であり，上美唄原野（大字

　開墾）では2．5・》3．5m位であり，、長沼の湖沼地幣では

　0．5・》1．9m位であつて，1予想以上に浅かつた。

　　　　　　　　　　まなレヤ
　なお北海道大掌工学部の眞井教授の調査資料による

　と，地表からロッドを押し込んだ際の貫入抵抗値20ル

清眞布放永路附近

美唄（西6号）
新篠津（38線・南4号附近）

北　村（美唄一幌達布幹線）

幌別
厚　別（札幌郊外）

0．9＾ノ1．7m

2。1（ヴ3．1m

玉．3～2．7m

1．1《ノ3．5m

3．5＾ノ4．5m

6．3～5．7m

　4．Om

　4ρOm

5．2’》6．2m

3．5《ノ6．5m

　以上諸資料を綜合してみると，例外もあろうが泥炭地

となつている地域においては，・その第1結土層に蓬す’る

深度は，平均して4m位と考えてさしっかえないと思

う。な黛石狩川の下流部になるに從つて，この値よりや

x深くなり（6～7m），中流部（岩見沢→当別以北）は段

々浅くなづ（3・》2m），支流部（長沼地区）はさらに浅く

なると考えてさしつかえない。

　いずれにしても，前述した通り泥淡の深度を目的とし

た浅いボーリソグを組織的に行う必要をみとめる。こと

に未だ農地化されない処女地においては迅速に実施され

ることが1望ましい。，

　この泥旋の下にある粘土暦を一般に「底土」と呼んでい

るが，前述したよ5に紛らわしいので，本稿では特に

「泥表下暦土」あるい嫉輩にr下暦土iという文字で表現す

、ることにする。

2“1下暦‡ぎ客土する場合の経費

泥炭の深さが前述のように予想外に浅く・新篠津原野

および上美唄原野で大体4m内外であり，長沼地区で
　まおい　　　　　　　　　えにわ
は馬追沼東岸および恵庭町島松太の2m。内外を除き大

抵0．5m位であつためで，土地改良のために施行され

ている現行の軌道客土のように，石狩平野の周辺から軌

道を敷設して4kmも5kmも遠方から土砂を蓮ぶ労
を改めて，、客土材料を泥淡下暦土に切替えてみたらξQ

位経費が廉くなるかを算定してみた。
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石狩泥旋地の開発に関する基礎調査

　亡xで泥深の厚さ　4mの平地の正方形の未耕培1町

歩を想定し，ぞの面積ゐ約1割をっぶして，深さ約4m

長さ1001nの薩線排水溝を掘難し，法面の傾謁を60。

とし，溝底‡り0．67mだけさらに下暦土を掘下げると

360m3の下暦土が得られる。この下暦土を前記正方形

の未耕地の全域に均等に覆土し，よく天日乾燥し務陣し

て粗髪にすれば，大体厚さ0．06m（2寸）ないし0．076m

（2寸5分）の客土を実施することができ・る。

　、この想定ρ下に1町歩あたりの客土の経費を機械使用

の場合と，人力・馬饒使用の場合とに分けて算出してみ

た。この計算は北海道開発局開発調査課の黒田技官に依

頼した。

　2．1　土木機械使嗣の場合

　輩贋は1町歩あたり63，650円’となつた。

　た黛し230幅ディーゼルバケヅトエギスカベーター、

を使用する・と，深さ3m以上の場合，毎時60m3の掘

難が可能である。機械はすべて1日5時間稼動とする。一

蓮搬距離は40mとし，10HP組立式ベルi・コソベァー

を使用するとすれば，毎時60m3の捨土が可能である。

客土量は反あたワ36mlとする。

　乳2　人夫・・馬権を使用する場合

　軍イ質は1田丁歩あたり99，040円となつた。

　た黛し，人夫賃は1日350円とし，馬夫賃は1，080円

』≧する・瞬には・台融り・・6mき積みと楓1m3・

あたり1．7台となる。積込・積却には1m3あたり人夫

0．14人を要するものとする。蓮搬踵離は40mとし，1

日の蓮搬回数は27・9，回とする・

　この計算の根拠は農地局・道聴土地改良課の資料によ

つた。また機械殖ついては，償却費ほ見込まなかつ㊧が・

・人件費は込めてある。詳細は次表を見られたい。

下暦‡客土建設工事費

　　　　（尾原信彦）

る。それのみならず，同時に撰水溝も掘れてしまうの

で，土地改良の作業としては時間的にも迅速であり，ど

くに機械力使用は一暦その点が有利である。、この場合，

経費の安全率を2割5分加算しても，約3分の1程度の

予算で土地改良の作業が施エできるから，開発費の相当

大幅な節約となるのではないかと思う。

3．泥炭下層土の理化学的性質

客土の材料にこの下層土を利用して，果して実際に農

地となる可能性があるかどうかという基礎的な調査を行

う必要が起つてくる・この観点に立ち，．2，3の室内実験

を行つた。

　3．1　粒度機械分析’

　泥淡下暦土の土性を知るために，ケーンの襲置による

ピペット法と遠心分離器を併用「して機械分析を行つたσ

　試料は現地で採取した下暦土37個のなかから任意に

13個を抽坂つた。すなわち篠津蓮河に沼つて5点（RQ．

1～5），上美唄原野において4点（Ng．6～9），長沼地区

から4点（No．10～13）を選んだ。その地点を地図にプロ

ットすれば，第2図のようになる。、

　　　　　　　皿，1

　　　　　　　　1　●

，　　／　　　　　　　　　　貝　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　

　　ドぽ

　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　畑、寵闘メ梱

　…・　…　罵り隔

葬

占

擬

・齢騨欝捨叢融町歩轡

只

① 機械力．・ ，88．40 88．40 176．80 63・鋤

　　「人力
②ζ購
　　計

150」56

　一
150．50

‘49．00
175．60

124．60

｛199．50

　75．60

257」0

｛71，820

27220
　2・
99，040

　軌道客土の場合峠，同一の條件で，大体1町歩あたり

150，000円位かかるようであり，それに排水溝を掘る費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－用が1町歩あたり100，000円加算されるから，計250，000

円となる。これに反し泥炭下層土を掘上げた場合は，機

1械掘でば1町歩あたり約64，000円位，人力馬醗の場合

は大体100，000円であるから，L輩贋は極めて低廉であ，

第2圖採土・採水場所を示す圖

　予措として風乾させた試料につぎ，過酸化水素（H202）

6％の溶液を以て加熱しつX有機物を酸化させ，・残留物

を1NのアソモニPア水で解膠分散させて後，ピペット

法を以て10ccづつ秤量瓶に，とり，定温乾燥器に入れて・

105。Cで蒸発乾固させて，風袋を差引き百分率を以て表

わすようにした。1

　粒度は日本農学会できめたものを奪重し，若干私見を

加えて次の階段区分を試みた。

置粗　砂

細砂
シルト

粘土

＞0．5mm

O．5～0．05mm

O．05《ゾ0．01mm

O．01～0．001mm
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誤

第1表下層土の機械分析値

、地区

篠

津

美

唄

長

沼r

No．

1
2
3
4
5

6
7
8
9

10

11

12

13

器械　分析　（％）

細　　砂
0．5《ゾ0、05

57．5

70．9

70。5

45。4

37．5

62．5

8．7

20．2

．48．6

．21．7F

18．7

22．0

シ1ル　　ト

0．05～0．01

5．4

9．7

11．6

26．8

．54．9

18．2

79．8

24．2

40．1

10．2

9．2

29．8

・
。
．
諏

ま。。、1

　　　　・灘

渇翻（μ）

36．7

19．1

17．6

27．0

57．1

19．0

11．3

55．0

11．2
67．7，

72．0

47．7

0．4

0．3

0．3

0．6’

0。5

0．3

0。2

0．6

0．0

0．4

0．0

0．4

28

55

56

22

3
38

10’

3

10

2
2
5

位 置

新篠津村西篠津（蓮河と35線交点）

当別町蕨岱（蓮河と33線）

江別町八幡（蓮河と28線）

新篠津村豊野（蓮河と40線）

当別町蕨岱（蓮河と31線）

美唄市大字開発，農試圃場

　　　ク．　（No．6の南3」2km）

　　　ケ　　（No．6の西1南3．6km）

　　　〃　　（No．6の西南1．5km）

長沼町（馬追沼東岸段丘）

恵庭町島松太（北広島駅の東南東4・5km）

長沼町（ポソユーバリ沼西部），

長沼町（長都沼西方11km）

も

　　　　　　　コロィド　ー＜0．001mm一…（遠心分離器にて

　　　　　　　　　　　　　2，500回！分15分問）、

　　　　　機械分析の値は第1表として揚載した。　　　　　　　，

　　　　　マロイド分は表に記してあるように極めて微量しか存

　　　　在せず，最大値でも0．6％に蓮せず，ほとんど零に近い

　　　　ものも2，3あつたo

　　　　　粗砂はほとんど見受けられなかつた。故に大体におい

　　　　て細砂・シルト・粘土の組合わせとみ喬ことができるQ

　　　　　なお参考までにこの分析値より累積曲線（cumulative

　　　　curve）を作図し，図計算により中位数（median）を算出

　　　　し，平均粒径として同じ表り端に附記した。平均粒径よ　・

　　　　　りみると，篠津蓮河漕いの地帯は最も粗く，上美唄原野

　　　　カミこれに次ぎ，長沼地区は最も糸顕力・いことカミ半Uつた。　こ

　　　　のことから石狩川滑いの篠津附近（本流まそ6km）は下

　　　　暦土の堆績当時の流速が比較的大であつたことがうヵ書

　　　　われ，これに対して湖沼地帯である長沼地区は停滞した

　　　　低灘地であり，したがつて静かな堆績が行われたことが

　　　　推定せられる。、上美唄原野は大体は停滞低灘地であるが

　　　　現地踏査により美唄市街東部の丘陵から洗れ出すイクシ

　　　　ュンベツ川が通つた河跡のみに砂堆が存在していること

　　　　を認めた。試料No．7は偶然その地点であつたため大

　　　　きな粒径を示しているQ

　　　　　次に前記の細砂・シルト5粘土の3要素の％をとって

　　　　三角坐標にプ豚ットし，第3図を得，土性の分類を行つ

　　　　てみた。篠津原野の各試料がいずれも砂質壌土（sandy

　　　　loam）l　lこほΨ該当しているのに封し1。上美i唄原野と長沼

　　　　地区とはと．もに大体において埴質壌土（clayey　loam）な

、鴇

85　、

㌦詰

酉　　上

　　　　認2

　　　　　　　　　．一40　60・’総1

∠　　　　　④9臨
送踏　　　　　　　酬　　　　　＼・

　　　　　　　　　　　一60
　xあ1畏上　　　　　　脱

　　　　X，5。聖㌧

隻
× 3㊦7

　　　　　◎Io　　細鯉肚　　　　　　　　　　　　亜盛質瓢
副

　　　40一砂

第3圖土性ダイヤグラム

器

い噸土（clay）であつた。また8，N・．10の‡うな漸移

的な中間型を示すものもある（次表参照）。

　なお序でに前記砂・シルト・粘土の百分傘がでてい・

1

2

3

4

5

土　　性

砂質壌土（sandyloam）

細砂質壌土
（丘nesandyloam）

亜埴質壌土
　（siItyloam）

埴質壌土（Clayeyloam）

璽clay許、

篠津尋当別

No．1ン2，3，5

上美唄
原野

No．7

No．8

No。6，9

長沼
地区

NO。1α

No．13

No．「

11，1島

4一（604）
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石狩泥炭地の開発に関する基礎調査　（尾原信彦）

るので，これより次式（1）に‡り萎凋係数（wilting

coe鐙cient）を算出した。

　　萎凋係数＝（0．01×砂）十（0．12×シルト）十

　　　　　　（0．57×粘土）・r一・………一…（1）
1
・
さ
ら に土壌の吸着水（hygroscopic　moisture）の量は次

の（2）式によつて計算できる。

　　吸着水一萎凋係数．一＿・・＿＿（2）
　　　　　　　1．47

新篠津原野

Nq腫醗1謡張

1
2
3
4
5

6．6

6．5

4。5

6．4

5．6

篠津→当別 上美唄原野

灘鵬水Nα灘雄水
長沼地区
　’INo．
　l

4．0

4．3

4．6

4．2

4．2

No．

39・60i26・9・

13・63i9・27

16・12i10・97

34．45i23．41

上美唄原野

No．

22。1415．04

12．76i　8．15

12。12i8。25

19．06i12。94

6
7
8
9

6
7
8
9

離叢嚇叢

1
2
3
，5

6．C

6．4

6．8

5．9

4．0

4．0

410

長沼地区

Nα縫醗顯犠

10

戸11

12

13

灘購水
1・・67i7・94

40・03i27・20

42・30i28・75

32．20121．88

　ζの表を見て萎凋係数がやX大きくでているのは，・機

械分析の区分に國際法を適用しなかつたからと思われ

る。その誤差は一懸見逃しておき，萎凋係数は植物の生

育の水分不足の限界が，これでほ聖見当がつくので利釜

があろう。また吸漕水は植物が吸牧利用できない水分で

あつて，、土壌成分（例えば石英・カオリソ）の組成をある

程度推驚しうる便がある。

　最後に，この下暦土を客土用として利用するについて

は，結局粘土分が25～40％の範囲のうちにあれば事足り

るのである。か玉る條件に添わない試料は，第1表をみ

1れば美唄地区のNo．6，9，長沼地区のNo．11，12と』

いうことになる。これらはいずれも高位泥炭地の下暦土

であつて，やΣ重粘土質であるが，この暦中に厚さ10～

256mの火山次暦を挾在している関係上，割に簡輩な所

作で混暦が実施せられ，別に耕土として利用困難は起ら

ないと、思われる。

　3．2　下麿土の水素イオン濃度（pH）につC・て、

　一懸2。5倍の蒸溜水で浸出した場含と中性塩類く1N

の塩化加里溶液）で浸出した場含との2種の測定を行っ

てみた。試料としては前掲の13個の試料を使用した。

双方とも東洋理化製DG型メーターを使つて，硝子電

極法を実施し次の表を得た。

　作物の種類によつては，その生育に最適の反懸はかえ

つて酸性の方が良好な場合もあゆ，例えば水稻は14．0～

7．0，陸稻は5．0，燕麦ほ5．3～7．9，馬鈴薯は4．4～5．6

などである。したがつて上掲13試料は蒸溜水浸出の場

合No．3，13を除き，いずれも有害というほどのもの

ではない。K：CI浸出の場合，F　pHが4．5以下になる

　と，置換性醐生を示す可溶性の塩化アルミニウムの存在

10

11

12

13

6．0　　4．0

6．4　　4．1

4．5　　4．0
．5．・14．4

備考：両浸出液とも試料1：液2．5の割合‘

　　　　　　　　　　　（測定者：貴志技官）

が急激に増大する。前表に示すように，各試料はいずれ

も4．0から4．6までの範囲にあるから，アルミニウム

イオンが作物年害を與える。したがつて理論的には石友

中和などにより，酸性矯正を行わねばならなくなる。し

かし天然の環境では，1NのKC1の液に相当する灌潮i

水はほとんどあり得ないから，表に示す値から理論的に

算出した中和用石友の量は，あるいは多きに失するかも

知れない。いずれこの点については，一暦精密な実地試

験が必要である。

3．3．下層土に含まれる有害化学成分

　泥炭下暦土を客土材料に使用する場合に・農作物に悪

い影響を與えるかどうかを槍討しよう。すなわち一般に

地中深く潜在する土壌中には，亜酸化鉄・硫化物の如き

ものが存在するから，その量を吟昧しなければならないぴ

　亜酸化鉄の形宅定量するために，化学課の竹田技官に

依頼L，前記試料を白金増禍に入れ弗酸と硫酸で約5分・

位加熱分解したのち，過了ンガソ酸カリで滴定してFeO

の贋を得た。なお有機物のみによる．KMpO4の消費量を・

控除するために別に次璽措置をとつてみた。すなわち試

料を，前と同檬に（た黛し白金堵渦の蓋をせずに）H2SO壬・

HFで約1時間位加熱分解し，SO3・の白煙が出為直前ま　，

で継続したのち，KMnO4で滴定して，この消費量を』

懸有機物のみによつて消費された量とし，差引計算して

次表を得た。

FeOの値（無水100分中）

新篠津原野

No』11

　　2
　　3
　　4
　　5

1．66％

1．73

1。27

1．39

1。42

上美唄原野

No。6

　　7
　　8
　　9

1．53％

1，28
1．54一一

1．44

長沼地区

5一（605）

No．10

　11
　12
　13

（分析者：竹田技官）

1．41％

1．57

1．90

1．85

、

へ’
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泥炭中に存するSの量

新篠津原野

No．3
　14

　15

　5
　，ケ

位　置　　S％

八幡 1　0．39
高倉矢沼　　　　0．40

北2号39線　　　0．07

豊野深さ18：獣躍
　　曜．4mO．12

上美唄原野

No．6
ゲ

ケ

〃

グ

位　置　　S％
農事試験場圃場深度

0．7m　　　　　　　　O．32

1．4m　　　　　O．21

2．5m　　　　　　　　　O。36

3．0ηユ　　　　　　　0．28，

長沼地区

No．12

　11
　10

位　置　　S％
．ポソユーバリ　　0。16’

島松太　　　0．46
馬追沼　　　0．26

（分析者：貴志技官）

　この13試料の平均値ほ1．54％である。このまxでは

もちろん餅土には不適当ではあるが，この程度の量なら

ば風雨に晒しおき，半年位宅酸化風化すれば，ほとんど

3贋の鉄になる。レたがって漸次地力は増進するように

なる。この表により・，3地区のなかで美唄地区が比較的

量が少なく，4点とも平均値以下である・長沼地区では

北部は亜酸化鉄量が少ないが南方にいくにしたがい多く、

　　　　　　　　　　　　　　おさつ・なり，No．12（ポンユーバリ沼附近），No．13（長都沼西

部）は石狩平野中で最大の量を示している。これに反し

篠津蓮河滑線では中洗部が平均値以上を示している。

　次にFeSの槍出を試みたところ13試料ともいずれも

’ほとんどSを槍出しなかつた。この点作物への被害につ

いては心配はないσ

　（附）泥炭中に含まれるSの量　’

、　なお泥摩にFeSが含まれてい為と・排水乾燥した場

合にH2SO4ができて作物に害を與えることがあるとい

われる。今数ヵ所で得た泥炭中のSの全量を分析して上

表を得た。（Eshka法による）、

　これらの量はいずれもF1％以下であり，ほとんど問題

にならない量である・上表にはSの垂直分布が2カ所

得られ，表層に近い方がSが多く，下方に向つて減少

する傾向がみえるQ

地下水面が下つて乾燥状態になり，Sが硫酸になる

場合でも，この反懸の速度は緩漫であり少量である限り，

あまり被害はおよぼきない。地下水があれば還元能があ

るから，硫酸にはならない。

4。泥炭地水の諸性質

．泥炭地の水は一般に腐植質を含んだ褐色の水である・

が，現在入植者はこれを灌慨用に供するほか，，場所によ

り飲料水・炊事等に使つている。今回丁度工o数ヵ所に

おいて泥炭地水を採取する機会を得たので，・北海道支所

第、2表泥炭地水採取場所

11

II

III

地区

’
篠

津．

美

唄

長

沼

，No．

1
2
’3・

4
／5．

　6

　7

　8

　9

・10

■1

12　・

13

14

泥炭
種類

高位
’ク

　ケ

〃

〃

　〃

低位
高位
低位
．ゲ

　グ

　，ウρ

　グ

高位

位 置

篠津蓮河

　〃
　ゲ

36線附近・

34線グ
32線ケ

美唄農事試験場圃場，

光珠内駅西方　3km．

ポンユーバリ元沼西部干拓地

馬追沼南隅　・、穐

ポンユーバリ元沼東側干拓地

長都沼西方1km開拓地
大学排水（長都沼東北隅）

馬追沼東方段丘

馬追沼畔

馬追沼北方出口附近

恵庭町島松太排水溝

採水地点の檬相

運河の水，

泥炭暦より滲出せる地下水

泥炭地より流出する新鮮な河水

泥炭地地下水（一3．5m）’

泥炭地の沼よりの流出水

泥炭地沼跡の地下水

泥炭地滲出水

泥炭地地表水

泥淡池滲出地下水

沼水
泥炭地滲出地下水1

沼水
泥炭地地下水

泥炭地滲出水

記号幹

｝

C

a

b

a

C

a

b
b
a

C

a
、

C

a

C

備考＊a．地下水　b．地表水　c．河水，沼水

6一（606）
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第3表泥炭地水の水質分析値 ■

No．

1
2
3

4
5

　　　6

　　，7

・　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

地区 水温
OC

　21．2篠
　16．0
津19．6

美

唄 22．0

　22．0

　21．2
長24』5

　18．2

　24．7

　22し5

　25。1沼
　、－21？3

　22．0

pH

6．1

5．8

6．0

α一
mgノ：L

15

18

18

5．8　14

5．8　12

6．d12

5．9

6．0

5．9

6．1

5．9

6．3

6．0

6．0

25

8
12

20

20

55

22

14

SO4－r

mg／L
　P

mg／L

10「o．1
　　　
41＜o．1
　　ド
4　1＜0．1
　　1

20

4

10

14

10

20

8
10

6
20

6

0．1

0．2

0．0

0．0

0．3

0．2

0．1

0．3

、0。0

0．2，

0．2

』NH4＋

0．。0

0．3

0．2

0．2

0．0

0．0

0．Q

O．1

0．0

0．1

0．0

0．0

0．0

0．0

KMnO4
消費量
mg／L

170

220

220

230

210

164

200

200

110

溶存酸素
鉄mg／L1酸化還元電位（v）

02
CC

0．27

0．65

0．42

1．12

3．12

0．33

2．32

0．62

0．49

飽和
度％

4．5

10．3

41．0

16．8

53．0

5．2

39．7

10．0

8。0

Fe汁Fe滑

2．0

0．5

0
0。5

0．3

6．0

0．2

0．6

0

Eh1） E血2）

1．0　－0．790　　0．718

2．0　幽0．736　　　0

1。81　　0　　　　0

3．5　－0。724　　　0

0．7　－0．751　　　　0

0．5　－0．777－0．742
。．6一。．？44t。

1．2　－0．754　　　0

5．8　　0．　　　0

　　　　　’

位 置

篠津蓮河36線

　〃　一34線

　ケ　32線

操水
日、．

8．17－

8．17

8．17

灘熱m艦
ポソユーバリ沼跡

馬追沼南隅

ポンユーバリ沼跡

長都沼西方1km
大学排水

馬追沼東方段丘

馬追沼畔

馬追沼北方出口

恵庭町島松太

（註）　Eh1）・　・Fe＋＋，Fe＋÷＋を代入した計算値　　’Eh2）・　・さらに02量を以て補正をした値

技術課分析係の助力を得て，2，3の水質分析を試み，

その特性について若干の記述を行つておく。た黛準備の

都合上，完全な陸水調査は不可能であつたことを断つて

おく。

　採水地点は第2表の通りで，これを図示すれば第1図

のようである。

　〔測定した成分〕

　今回測定した成分は，5pH，Ch，一SO4一一，P，NH4＋，

F斜＋，Fe榊＋，02disおよび酸素飽和度，E々（酸化還元

電位）などである。第3表として揚げた。

　〔各論〕

　pH全域に亘つて弱酸性（6．3～5．8）を示し，特に地

域差をみとめない。しかも地下水でも地表水でもほとん

ど変り嫡なく・自然水は夏季においては5・8以下になる

こと耕なかつたことは特記すべきであろラ。表記の地点

以外でも多くの地点でpHを測ったが，いずれも6．3～

5．8の範囲をでるものはなかつたQ

　O2面s．溶存酸素は準備の都合により，長沼地区のみで

行つた。ウイソクラー氏法で現場測定をした。風の強く

当つて溶存に好都合の場合である沼水，河水でも，飽和

度は53％が最高であり，特にNo．14のような水量・洗

速ともに．：大きい排1水溝でも，僅かに8％しか示さなかつ

たのは，水中に存在する有機物の吸牧によるとはいえ，

全く意外であつた。

　KMnO4消費量　これは腐植質の量を聞接に表示する

8．24

8．24

8．24

8．24

8．24

8．25

8．25

8．25

8．25

もので，一応は還元能力の指標ではあるが，どの試水も

極めて多量を示し110（・230mg／Lに遽した。この量は

普通の川の場合の20倍以上に相当ナる。’高位泥炭地・低

位泥炭地による区別はみられなかつたし，また地域差も

認められなかつた。

　C1一泥炭地水に存在する塩素量は極めて少なく，平

均値19mg／L，最大最小は55《’8mg／Lでありた。l

　SO4一一普通の河川・湖沼では5mg几位のものであ

るが，こXの泥炭地水はや玉多いようである。特に地域

的には長沼地区には火山次暦が伏在するためか・10㎎ノL

以上を示したものが過半数を占めている。上美唄原野で，

もNo．4における20mg／Lは，火山次の下の地下水

であつたためであろう。これに対して新篠津方面は火山．

友層が挾在しない所であつて，水中のSOべ一もそれに

懸じて10mg／L以下を示している。

　Fe，廿，Fe軒＋　長沼地区のみ測定しだが，Feサは一

河水・沼水に少なく，泥炭地地下水にや鼠多いことが認

、められた。一般にFe＋丹／Fe＋÷と02との間には一定

の関係があるが，この表からは点がばらつくのは，Fe榊’

の定量に困難があるからであろう。全鉄含量はいずれも

1mg！：L以上を示し，飲料には不適当なことがわかるQ

　P　持帰つた水について測定したが，小数第1位の桁’

にでてこないので，洗澱物に吸藩された分をふ準Xび測

定してだした。o’｝o．3mg／：Lの間にあつた・

　‘NH4＋水中に溶けたもののみを計つた。0～0・3mg／L

7一（607）
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、の範囲で強出されたが，NH4＋の零が14のうち9点も、

あり，地球的には篠澤方面に存在する傾向を示した。

NH4ナリ存否の原因は俄かに決定し得ない。

　E翫（酸化還元電位）化学課の貴志技官に依頼して持

帰つた水につき電位を測定し，さらにFe＋＋，Fe＋曾の

値を使つて次式1こ代入して算定した。

　　　　　　　　　　　a　Fe＋＋＋　　　Eh＝・Eo十〇．06109
　　　　　　　　　　　a　Fe＋＋

Eoは0・772として計算したところ・・第3表に示すよう

になつた。02量を以て補正した量も同表に並記した。

いずれにしても還元能は極めて大き’い。

　　　　　　　　　　結　　語

　1。泥炭地ゐ深さは石狩川下流部は深くなるが，中流

は比較的浅く，4m内外セはないかと考えられる。はつ

（第4雀第10号），・　・　　　　　　　　　　　一

き・りした調査をするために組織的なボ昌リソグを施行し

てみる必要がある。

　20軌道客土の代りに泥炭下暦土を掘り上げてみた場

合の経費の得失を吟昧してみた。機械を使用すれば1町

歩あたり6〔》7万円程度，人馬を使つて10万円位ではな

いかと思われる○た黛し。泥炭の深さは 4mと仮定して
いる。

　36泥炭室暦土の理化学的性質を調べ粒度・pH・亜

酸化鉄などの定量を実施して，有害な因子が余りないこ

とを確めた。

　4。泥炭地の地表水・地下水は非常に特異なものであ

り，今回その本質を明らかにした。弱酸性で溶存酸i素に

乏しく，有機質に富み，鉄分が多く，還元能が極めて大

きいことがわかつた。1　　（昭和28年8月調査）
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圖版L　篠津1運河開搬の状漢。この機械はエキスカベr夕一

　　と稔し，動力によリバケヅトが土砂をカ’き。上げ，左手のコ

　　ンバアーにてさらに堤外に捨土するようになつている。運

　河の漸面に微かに泥炭（上）と下暦土（下）とが現われている。

圃版IV．上美唄原野第一齢線排水溝断面に現われた泥炭

　と下暦土との喰遽い

　　（位置）7号交叉橋下流50mの地黙

圏版II．篠津運河　30線附近の屈曲部』
圏版V．「泥炭巾に切開かれた中排丞溝　このように泥炭の

　風fヒにより崩壊する二とがあるo

　　（位麗）上美唄原野，第一幹線排水と2婁線との交黙附近

騨III・上覇原野に淘耀炭剥去水田化地匿・比較的

　泥炭の淺い所は，既にこのようにして下暦土を利用して水

田化が行われている。

　　（位置）　6号×53～24交叉橋附近

　　　圓版VL　盗水せる排水購と泥炭地植物

（位麗）上美唄原野，第二幹線排水6号×24～23線’

　　　交叉橋より150m上流
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おしさつ
圖版VII．．畏沼地亙泥炭地の景観，大學排水より畏都沼な

　望む。この排水は蹴時中，大學生の學徒動員によりて掘墾

　され覧もの。

、

圖版IX．排水購の断面

　部の白いのが下雇土

上部の黒いのが泥炭，ド

圏版VIIL畏沼地匝　干拓泥炭地の状景

　（位置）　ボンユーバリ沼高位泥炭地

圖版x，臨地塵泥漉の原始景観，この粥礪1潮阜

　　れたばカ’りのものであるo

　　　（位置）南9線橋上流約1kmの所

以上10葉爲眞撮影者：’北海道開登局角田技官
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